



































































　こうした前提に立つのであれば、「情報学」は Information Science や単








































―  6 5  ―
　 情 報 科 学 科 目 は 「 情 報 科 学 基 礎 論 Ｉ 」 （ ４ 単 位 ） 「 情 報 科 学 実 習 Ⅰ 」 （ ２
単 位 ） か ら 構 成 さ れ 、 両 者 の 並 行 履 修 が 求 め ら れ た 。 担 当 者 は 異 な る が 内
容 は 同 一 の Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ の ３ コ ー ス が 用 意 さ れ た 。 こ の う ち 筆 者 ［ 山 内 ］ が
「 情 報 科 学 基 礎 論I A 」 を 担 当 し た 。 基 礎 論I は O S で あ る M S- D O S を 学 習 し 、
さ ら に プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 で あ る B A SI C と L O G O （ 図 ３ ） 8 を 扱 っ た 。 導 入
機 種 は N E C  P C- 9 8 0 1 シ リ ー ズ で あ っ た （ 図 ４ お よ び 図 ５ ） 。 実 習 Ｉ で は 、
応 用 ソ フ ト を 扱 い 、 日 本 語 ワ ー プ ロ 、 英 文 ワ ー プ ロ 、 表 計 算 ソ フ ト 、 デ ー
タ ベ ー ス の 使 用 方 法 を 実 習 し た 。 さ ら に L O G O 言 語 を 用 い て 作 図 を 行 い 、
プ ロ グ ラ ミ ン グ 作 業 を 学 ん だ 。 L O G O と 同 じ 内 容 を B A SI C 言 語 で も 実 装 し
言 語 間 の 比 較 を 通 し て プ ロ グ ラ ミ ン グ の 構 造 を 学 ん だ 。 サ ー ビ ス が 開 始 さ
れ た ば か り の 「 パ ソ コ ン 通 信 」 も 扱 っ た 。
8 　 2 0 1 9 年 に お け る オ ン ラ イ ン 上 の L o g o 言 語 実 行 環 境 （ htt p s: // w w w. c al o r m e n. c o m /j sl o g o / ）
の 例
図 ３ 　 L O G O 言 語 の 例













































































































―  7 0  ―
必 修 科 目 と し て の 情 報 科 学 基 礎 演 習
　 2 0 0 0 年 、 大 学 の 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ が で き 、 学 生 全 員 に メ ー ル ア ド レ ス が
配 布 さ れ る （ 図 ６ ） 1 9 。I nt e r n et  A r c hi v e に 残 さ れ た 記 録 に よ る と 、 w w w.
s hi r a y u ri. a c.j p の 最 初 の ペ ー ジ は 1 9 9 7 年 ６ 月 3 0 日 の も の が あ る が 、 2 0 0 0 年
ま で は 学 内 専 用 で あ っ た （ 図 ７ ） 2 0 。
　 2 0 0 1 年 、 情 報 教 室 が １ 号 館 に １ つ 増 設 さ れ た （ 図 ８ ） 2 1 。 2 0 0 1 年 度 入 学 者
よ り 、 コ ン ピ ュ ー タ 基 礎 演 習 （ ２ 単 位 ） が 一 年 次 の 必 修 科 目 と な っ た 2 2 。
2 0 0 1 年 度 の コ ン ピ ュ ー タ 基 礎 演 習 の 内 容 は 以 下 で あ っ た 。
⃝ イ ン タ ー ネ ッ ト 概 論 （I nt e r n et E x pl o r e r の 利 用 ）
⃝ 学 内 L A N か ら の 図 書 館 利 用 概 論
1 9 　I nt e r n et  A r c hi v e に 残 さ れ た 2 0 0 0 年 1 1 月 ９ 日 の ホ ー ム ペ ー ジ 。 図 版 は 壊 れ て い る 。
htt p s: / / w e b. a r c hi v e. o r g / w e b / 2 0 0 0 1 1 0 9 1 5 4 5 0 0 / htt p: / / w w w. s hi r a y u ri . a c.j p /i n d e x. ht ml
2 0 　 htt p s: / / w e b. a r c hi v e. o r g / w e b / 1 9 9 7 0 6 3 0 0 9 5 8 1 8 / htt p: / / w w w. s hi r a y u ri. a c.j p /
2 1 　 h t t p s: / / w e b. a r c hi v e. o r g / w e b / 2 0 0 1 0 4 2 2 1 7 4 3 4 5 / h t t p: / / w w w. s hi r a y u ri. a c.j p: 8 0 /
i nf o m e di a /i nf o _ p c. ht ml
2 2 　 2 0 0 1 年 度 版 学 生 要 覧 　 p. 8 0
図 ６ 　 当 時 の 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ
―  7 1  ―
図 ８ 　 学 内 P C 利 用 カ レ ン ダ ー （ 2 0 0 1 年 ４ 月 ）
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学 の 学 生 の レ ベ ル に 合 わ せ た
テ キ ス ト 作 成 は 急 務 だ っ た 。 テ
キ ス ト で は 、 大 学 に お け る 使 用
を 想 定 し 、 諸 機 能 の 短 期 習 得 を
目 指 し た 。 テ キ ス ト を 軸 に す る
こ と で 、 複 数 教 員 が チ ー ム と
な っ て 、 さ ま ざ ま な レ ベ ル の 学
生 に 同 時 演 習 を す る 、 情 報 シ ス
テ ム 企 画 室 独 特 の ス タ イ ル が
で き あ が っ た 。
　 こ の 年 の コ ン ピ ュ ー タ 基 礎
演 習 は 、 初 回 時 に Wi n d o w s  P C
を 用 い た 実 技 テ ス ト を 行 い 、 各
自 の 到 達 度 に 応 じ て 、『 O ffi c e X P
雨 の ち 晴 れ 』 を 使 う Wi n d o w s
コ ー ス と 、 M a c コ ー ス に 振 り 分 け ら れ た 。 前 者 は イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 、
W o r d 、 E x c el 、 P o w e r P oi nt の O ffi c e ア プ リ の 利 用 技 術 の 習 得 、 後 者 は マ ル
チ メ デ ィ ア 関 連 の ア プ リ 技 術 の 習 得 を 中 心 に 講 義 が 構 成 さ れ た 。 入 学 時 の
学 生 の P C 知 識 に は 大 き な 差 が あ り 、 大 人 数 教 室 に 一 人 の 教 員 と 専 門 知 識
の な い T A で は 、 学 生 が 満 足 す る 演 習 を 行 え な い こ と が わ か っ た 。 T A は
本 学 の 大 学 院 生 を 雇 っ て い た 。
　 マ ル チ メ デ ィ ア ワ ー ク シ ョ ッ プ は A と Ｂ （ 両 者 と も ２ 単 位 ） に 分 か れ 、
筆 者 ［ 三 日 市 ］ が 担 当 し た 。 Ａ で は デ ー タ ベ ー ス ア プ リ で あ る A c c e s s 、
Ｂ で は E x c el を 扱 っ た 。 2 0 0 6 年 に そ れ ぞ れ 、 デ ー タ ベ ー ス 演 習 、 情 報 科 学
応 用 演 習 に 改 名 さ れ た 。


































































































































































































































































































プレゼンテーション 松前 　   PowerPoint
ミニミニ調査 山内 　   Excel
プログラミング 大久保 　   テキストエディタ（JavaScript）
ミニブック 高田 　   Adobe Illustrator
数字を読む 倉住 　   一般教室
アカデミック・ライティング 房 　   一般教室（iPadを使って論文検索および情報検索）
クリティカル・リーディング 村上 　    PC教室（データベースでの論文検索、課題提出にWord）















情報をめぐる技術 　  コンピューターリテラシー
情報をめぐる倫理的諸問題 　　　 著作権／肖像権／出版権など諸権利
情報の検索・収集
　　　  分類学・図書館学／検索論／シソーラス／ハイパー 
 リンク
情報の評価 　　　メディアリテラシー
情報の編集 　　　 Officeアプリやデザイン系アプリ
情報のアウトプット 　　　 SNS/ウェブサイト／雑誌等出版物
　2015年に議論された内容は、2018年度まで同じ形式が採られた。
　2017年末に2018年度からのパブリック・リテラシーの大幅改造が突然に
通達された。当初計画では「新パブリック・リテラシー」には情報学の分
野はほとんど用意されていなかった。筆者［大久保］の訴えにより、学内
システムの利用法や最低限のWordの操作法に関する内容だけは残された
が、2018年度を最後に筆者らがパブリック・リテラシーに関わることはな
くなった。
― 87 ―
最後に
　本学で情報教育がスタートした30年前には、自宅にコンピュータがある
という学生はほとんどいなかった。ましてや、自分専用のコンピュータを
所有する必然性もなかった。しかしながら、今は小さなコンピュータであ
るスマートフォンをほとんどの学生が持ち歩いており、その小さなコン
ピュータは常にインターネットに接続されている。つまり、スマートフォ
ンを通じて、インターネット上で提供されている様々なサービスをいつで
も利用できる環境にある。そのような学生たちに対し、小さなコンピュー
タであるスマートフォンをコミュニケーション機器として使うだけでなく、
様々なことを学ぶための機器として無限の可能性を有するものであること
を実感させるとともに、スマートフォンを様々な用途に活用できるスキル
を身につけさせることが必要であろう。ある特定のアプリケーションを使
いこなすスキルを必修科目のカリキュラムにおいて身につけさせる際に、
単なる職業教育に陥ることがないように注意すべきであり、その必要性を
感じている学生のみが自ら選択して学ばせるのが適当であると考える。
　30年前では考えられない優れた情報環境に生きる学生たちが、自ら生み
出す自由な発想を、いつも身近にある小さなコンピュータを駆使して、様々
な方法を用いて表現できる学生が増えていくことを目指した本学独自の情
報教育を続けていきたいと願っている。
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